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糸魚川市地域包括支援センターについて 

 

 

１ 地域包括支援センターとは 

地域包括支援センターは、市町村が設置主体となり、保健師・社会福祉士・主任

介護支援専門員等を配置して、地域住民の心身の健康の保持及び生活の安定のため

に必要な援助を行うことにより、その保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支

援することを目的とする施設（介護保険法第115条の46第１項） 

※糸魚川市は市内５か所の法人に運営を委託 

 

２ 体制の変更内容 

 ⑴ 背景 

   2040年に向けて生産年齢人口が減少する中、介護人材不足と高齢者ニーズの多

様化等により、地域包括ケアシステムの深化が必要とされている。 

   当市では、既に地域包括支援センターの専門職確保が困難な状況となってきた

ことから、統合による業務の効率化と人材確保について、委託法人と検討を進め

た。 

 

 ⑵ 令和９年度以降の体制について（裏面の図を参照） 

  ①糸魚川圏域の３か所の地域包括支援センターを統合し、福祉事務所地域包括ケ

ア係内に市直営型の地域包括支援センターを設置する。 

  ②市直営型の地域包括支援センターには、高齢者虐待などの困難事例の対応や委

託型センターの助言・後方支援を行う基幹型機能をもたせる。 

  ③糸魚川圏域の地域包括支援センターを運営委託している法人と、専門職の出向

について協議し、専門３職種（保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員）を

合わせて７人以上の体制とする。 

 

３ 今後のスケジュール 

   令和８年（随時） 関係法人協議 

   令和９年１月   市民周知 

   令和９年４月   開設 

 

 

 

 

 

市民厚生常任委員会提出資料 

令和８年９月 10 日 福祉事務所 №３ 



地域包括支援センターの体制について

社会福祉士

保健師

主任介護支援
専門員

■現行 （R7.10.1基準日）

■R9年度以降の体制
・糸魚川圏域を1か所の地域包括支援センターとする。能生圏域と青海圏域はそのままとする。
・糸魚川圏域は市直営の地域包括支援センターとし、市の職員と３か所の地域包括支援センター
の職員（出向）による人員体制とする。
３職種×２人＋１人（３職種のいずれか）の７人以上と市職員（管理者）を配置する。
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■R9年度以降

※ ：高齢者数人数

■2040年に向けた地域包括ケアシステムの深化

高齢者数が約2,400人減少する見込みもあり、地域包括支援センターの更
なる統合についても検討を進める。

地域包括支援センター
アグリよしだ

2,754人
糸魚川総合病院

地域包括支援センター

3,324人
地域包括支援センター

みやまの里

能生地域
包括支援センター

3,206人
地域包括支援センター

おうみ

2,926人

３圏域・５か所体制

3,296人

助言・
後方支援3,206人 2,926人

仮）糸魚川市地域包括支援センター・基幹型地域包括支援センター
（市直営）

9,374人

＋市職員

３圏域・３か所体制

能生地域
包括支援センター

地域包括支援センター
おうみ
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高齢者と

ご家族を支える

総合相談窓口です

どんな相談にも対応します！

詐欺から身を守る

お金の管理が不安

ひとり暮らしが心配

介護を受けたい

専門職がチームを

組んで対応しています

社会福祉士保健師・看護師主任介護支援専門員

それぞれの専門性を生かしながら
高齢者の支援を行っています

もの忘れの相談

家族の健康が心配

介護予防に取組みたい

問合せ先
は裏面へ

どんな介護サービス
があるの？
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お家にも
お伺い
します！

福祉の総合相談窓口です。また、下記の各支援センターの取りまとめをしています。
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